
【№１】藤崎駅前交差点　　南側横断歩道に、歩行者用信号４基を新設

【No.１】
○危険・要注意箇所
藤崎駅前交差点

○状況・危険内容
郵便局側と駅側を横断する際、歩行者用信号が無く、歩行者から見る
車両用信号機の視認性が悪く、認識しづらいため、赤信号で横断する
ケースがあった（交通安全教室）。

子どもたちは信号を見ずに、車が止まったからという判断で渡っている
（特に低学年）。

○対策内容
歩行者用信号機は既設の電柱がある2箇所については設置が可能で、
ほか2箇所は既設の電柱が無く、新規に電柱を立てられる場所も無い
ため設置不可となる。よって2箇所への設置を検討する。

⇒実施済
歩行者用信号４基を新設（令和６年９月３０日完成）



【№２】国道339号　フクイ食品店前交差点

【No.２】
○危険・要注意箇所
国道339号フクイ食品店前交差点（県道 藤崎停車場線、町道 藤崎停車場
村元線）

○状況・危険内容
歩行者用信号機も無く、横断可能かどうかがわかりにくい。

○対策内容
歩行者用信号機新設に適した既設電柱及び電柱新設のためのスペースが
無く、現状では設置が難しいことから、佐藤米穀店前の車両用信号機のアー
ムを長いものに交換（令和６年度中）し、横断者から見る信号機の視認性を良
くすることで安全を確保する。

⇒未実施
アームが特注で規格が合わず、アームだけの交換ができないので信号機自
体の交換が必要。次回の交換は５年～１０年先になる。



【№３】藤崎中央小学校　校門前横断歩道

【No３】
○危険・要注意箇所
学校校門前横断歩道（県道五林平藤崎線）

○状況・危険内容
スピードが出やすい路線であると思われるため、運転手への注意喚起の
意味から。

○対策内容

既に横断歩道上に信号機が設置されていることと、40キロ規制標識もあ

るため、現状として既に十分な対策がとられていることから、これ以上の対
策は無いと考えられる（信号機が最上位の安全対策である）。
署内の取り締まり担当部署へ情報提供し、通学時間帯の取り締まりを検
討。

⇒令和６年度パトロール強化実施



【№６】藤崎中央小学校から水沼に向かう道路
「スピード落とせ」の標識を設置（防災係）

【No.６】
○危険・要注意箇所
藤崎中央小学校から水沼に向かう道路

○状況・危険内容
スピードを出している車が多い

○対策内容
「スピード落とせ」の看板の設置

⇒令和６年度標識設置済み



【№７】常盤バイパス藤崎入口の地下道
注意啓発のため看板設置（実施済）

【No.７】
○危険・要注意箇所
常盤バイパス藤崎入り口の地下道

○状況・危険内容
周囲から見えにくく、連れ込まれやすい場所がある

○対策内容
地下道入口に注意啓発のための貼り紙を設置

⇒令和６年度看板設置済み



【№８】西豊田児童公園
注意啓発のため看板設置（実施予定）

【No.８】
○危険・要注意箇所
藤崎町西豊田公園

○状況・危険内容
子供が一人になったときに周囲の目（人・車）が少ない

○対策内容
注意啓発看板の設置



【№１０】常盤地下道出入口前

【No.１０】

○危険・要注意箇所
常盤地下道出入口前（県道五所川原黒石線、町道県道五宮本線）

○状況・危険内容

信号機がなく、横断歩道が不明瞭で、車が止まらない可能性がある。

○対策内容
車で地下道を出る際、既存の一時停止の標識が見にくいため、地下道カー
ブ部分の壁面に「この先、一時停止あり」等のシート設置を検討する。

⇒標識設置済み（令和７年２月）


